
・果物の栽培や貯蔵、加工に関すること
・農業廃棄物のリサイクル、堆肥化などエコロジーに関すること
・園芸作物を利用した地域再生などコミュニティデザインに関すること
・発展途上国への技術支援など国際協力に関すること
・園芸作物の品種登録に関すること

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : くだもの、栽培、 6次産業化、コミュニティデザイン

■ その他の研究紹介

研
究
の
概
要

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

園芸作物の高品質化・ブランド化に関する研究

・果樹苗木、特に台木の生産やストレス耐性に関する研究
・果実の軟化や細胞壁成分の変化に関する研究
・リンゴジュース搾りかす残渣と炭を利用した堆肥化に関する研究学術院融合・グローバル領域

准教授

松本 和浩

地域の素材を使って農業を活性化しよう!

・特筆すべき研究ポイント：
「園芸作物の栽培」という園芸科学の基本を踏まえ、科学的根拠をもとにしたブランド化戦略を取ります。基礎

から応用、理系から文系まであらゆる分野を融合したマネージメントを行います。

・新規研究要素：
特定の作物の研究にこだわるのではなく、地域に存在する（あるいはこれから栽培し始める）園芸作物を対象

にした高品質化、ブランド化研究を柔軟に行っていきます。

・従来技術との差別化要素・優位性：
弘前大における「赤い果肉リンゴ‘紅の夢’普及推進委員会」における、園芸学が主導する産学官が連携した

取り組みは先進的な取り組みとして、農林水産省、文部科学省等の広報誌で紹介されました。また、フードアク
ションニッポンアワード２０１４においては審査員特別賞を受賞しました。

・特許等出願状況：
品種登録（リンゴ）

「HFF33」第25258号（登録日：平成28年6月13日）
「HFF60」第25146号（登録日：平成28年3月25日）
「HFF63」第25147号（登録日：平成28年3月25日）

2016年10月に静岡大学に「園芸イノベーション学研究
室」という新しい研究室を立ち上げました。
前任地の弘前大学では大学で育成した果肉の赤いリン

ゴ「紅の夢（くれないのゆめ）」などの栽培学的な研究や地
域の生産者、中小企業、行政と一体となったブランド化の
事業に取り組んできました。
消費者が多くの情報を仕入れられるようになり、生産者

とのコミュニケーションや素材そのものが生まれるストー
リーが大切な時代になってきたと感じています。生産者や
地域の企業が持つくだもの、野菜などの園芸作物素材を
ブランド化し、売り出していくお手伝いを、園芸学の立場か
ら行います。
具体的には、高品質な園芸作物を栽培するための栽培

技術、ブランド化していくうえで必要となる生産物の特徴、
機能性、加工特性などの解析を皆さんとともに行っていき
ます。

・野生植物の保護や活用に関すること
・野生植物のグリーンツーリズムなどへの利用に関すること
・自生地のかく乱の防止に関すること
・湿地の植生の保全や回復に関すること

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 花、花菖蒲、自然保護、江戸文化

■ その他の研究紹介
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伝統園芸作物「ノハナショウブ」に関する研究

・シンテッポウユリの発芽不揃いの防止に関する研究
・ウメの障害化発生のメカニズムと発生防止技術に関する研究
・ニホンナシの耐凍性の向上に関する研究
・リンゴの新品種開発に関する研究学術院融合・グローバル領域

准教授

松本 和浩

・特筆すべき研究ポイント：
100か所以上のノハナショウブ自生地を発見、調査し、形質を把握しています。
葉のサンプリングを行い自生地間の類縁関係等の調査を行う準備を進めています

・新規研究要素：
数少ない日本起源の園芸作物資源の研究です。
科学のみならず地域の歴史や民俗との関係も調査できます。

・従来技術との差別化要素・優位性：
青森県八戸市の種差海岸では、東日本大震災の津波被害を受けた地域の回復に地元の自然保護団体と共

同で取り組みました。

花菖蒲の原種の多様性を知る！

2016年10月に静岡大学に「園芸イノベーション学研究室」という新しい研究室を立ち上げました。
前任地の弘前大学では地域に多数存在するノハナショウブの自生地調査を行い、多数の変異系統

の存在を明らかにしました。
静岡大学でも県内外の自生地の保護や調査はもちろんのこと、花菖蒲品種の新品種開発や病害抵

抗性導入にノハナショウブが利用できないか研究したいと考えています。
花菖蒲の利用を考えている地域の皆さんと共同研究を行うことを目指しています。
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